
数ｍＡｈ～数Ａｈのリチウムイオン電池について，各種特性試験
（充放電特性，サイクル特性，温度特性，安全性ｅｔｃ．）が可能。

市販リチウムイオン電池の高温保存試験

■セル構成＆試験概要

●試験セル
市販リチウムイオン電池（９００ｍＡｈ）
（正極：ＬＣＯ，負極：水系グラファイト，
セパレータ：ＰＥ）
●試験条件
①容量確認試験
・常温でＣＣ（１Ｃ）-ＣＶ充電，
０．２Ｃ放電にて，

■試験結果

セル№ １ ２ ３
試験前厚み
（ｍｍ）

５．６１ ５．８８ ５．９７

試験後厚み
（ｍｍ）

６．７４ ６．５１ ６．５０

安全弁
解放後厚み
（ｍｍ）

６．２２ ６．１７ ６．２０

電池外観

０．２Ｃ放電にて，
充放電容量を確認した。
②高温保存試験
・常温でＣＣ（１Ｃ）-ＣＶ充電を
実施し，満充電後８５℃環境に９６時間保存した。
・セルを常温下に戻し，常温で０．２Ｃ放電を実施し，
保存容量を確認した。

（充放電試験）高温保存試験概要＋解体

（ｍｍ）

試験前容量
（ｍＡｈ）

８３４ ８２０ ８１０

試験後容量
（ｍＡｈ）

７３２ ７１５ ７０７

保存容量
（％）

８７．８ ８７．２ ８７．３

■解体結果

正極

未試験

高温保存試験後
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■高温保存試験前後の放電カーブ

容量低下

試験前

外観に変化なし

高温保存試験後

電
圧
（
Ｖ
）

・高温保存後，セル厚みの増加と容量の低下が確認された事から，セル内部で副反応が
生じたと考えられる。
・安全弁解放後にセル厚みが減少した事から，内部でガスが発生したと考えられる。
・セル解体の結果，負極，セパレータに変色が見られた。

負極セパレータ（洗浄後）

未試験

0mAh 200mAh 400mAh 600mAh 800mAh 1000mAh

高温保存試験後

未試験

高温保存試験後

紺色に変色茶褐色に変色

容量（ｍＡｈ）

各種電池特性試験や安全性試験にも対応致します。


